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　　　　A　citation　counting　is　regarded　as　one　of　the　most　popular　and　available　methods　of　investi－

gating　the　use　of　literature．

　　　　Since　Gross　and　Gross　first　suggested　this　method　in　1927，　there　have　been　many　reports　on

the　use　of　literature，　especially　of　various　fields　of　natural　science．　There　are　some　remarks

such　as　extension　of　subject　of　study，　variety　of　it’s　objects，　quantitative　and　qualitative　improve－

ment　of　studies　by　introducing　a　computer，　as　an　increasing　attention　is　recently　paid　to　biblio－

metric　analysis．

　　　However，　it　seems　that　there　are　few　quantitative　studies　of　the　library　and　information

science　literature．

　　　　In　this　report，　the　author　counted　the　citations　used　in　113　graduation　theses　presented　to

the　School　of　Library　and　lnformation　Science　（SLIS），　Keio　University，　in　1973　and　1974，　and

found　that　2，486　（62．．20／o）　of　all　citations　（3，996）　came　from　journals．　The　age　of　citations　of　more

than　5090　of　all　was　under　4　years　old．　The　rate　of　citations　from　foreign　literature　was　23．190．

Nine　titles　covered　the　citations　of　more　than　500／o　in　domestic　journals，　and　eight　titles　in

foreign　journals．

　　　The　main　purpose　of　this　study　was　to　measure　the　use　of　the　journal　collection　of　Keio

University　Libraries　and　lnformation　Centers　（KULIC）　to　which　the　library　of　SLIS　is　included．

KULIC　contributed　to　80．890　of　whole　citations　of　which　the　library　of　SLIS　alone　contributed

72．990．　Therefore，　it　was　obvious　that　KULIC，　especially　the　library　of　SLIS　is　an　important

information　source　for’　the　students．

久保田昭子：（財）国際医学情報センター

Akiko　Kubota，　lnternational　Medical　lnformation　Center，　lnc．
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：L　図書藩学における引用文献調査

　研究に使われた文献（引用文献，参考文献）を計数し

統計的に処理する引用文献調査（citation　counting）は，

図書館の閲覧や貸出し及び複写の統計と共に，雑誌の利

用調査の方法として非常にポピュラーでかつ確実なもの

とされている。この方法はJozarnal　of　the　Anzerican

Chemical　Societyをもとに引用文献を数え，化学関係

の大学図書館が収集すべき重要誌と必要な期間（バック

ナンバーの必要年数）を割出した，1927年のGross＆

Gross1）の調査に始まり，その後多くの人々が自然科学

の諸分野を中心に行っている。中でも有名なものに，

1956年のC．H．　Brown2）による，数学，物理学等8分

野を対象とした分析調査があるが，この中で彼は引用文

献の寿命，形態，出版国，言語，年代による重要誌の変

化等，多項目に渡る調査を行った。

　今までの多くの調査から，いくつかの限られた雑誌が

集中的に引用される一方，重くまれに使われる雑誌が多

数存在する事，又新しい文献が多く利用され，文献の年

齢が増すに従って引用数は減少するという事実が明らか

になった。そして前者の引用文献の集中性，拡散性に関

しては，Bradfordの1aw　of　scattering，後者の引用

文献の年齢についてはhalf－1ife等，いくつかの法則性

が発見されている。

　又近年引用文献調査の結果は，個人の研究の業績評

価3）や，図書館評価のひとつの目安として使われ始め，

更に研究者の引用行動を分析する事によって，その分野

の文献の特徴や他の分野との関連性，研究者間の情報の

流れの把握を試みるものもある。例えばSma114）は，2

つの論文が共通に引用している文献（co－citation）に注

目して，科学者間の情報伝達のネットワークを調査し，

Carpenters等5）は，数学，物理学，化学，生化学，生物

学に渡る調査で各分野の相互関係を明らかにしている。

　引用文献調査によって図書館の評価を行った例として

は，Kates6）とChambers等7）の報告がある。前者は

アメリカのInstrumentation　Laboratory，　Inc．のス

タヅフが発表する論文の引用文献を数え，その内同社の

図書室が所蔵していた文献の割合（約67％）をその図

書室の利用率とみなしている。後者は　University　of

Rhode　Islandの教育学と英語学における修士論文を対

象に，同大学の雑誌のコレクションを評価する目的で行

われたもので，総数2，198（雑誌のみ）の引用文献のう

ち1，888（約86％）は同大学の図書館で得られた事が判

明した。又引用された雑誌506タイトルのうち，所蔵し

ていたものは318タイトル（約63％）であった。

　最近の調査の中で特に注目に値するのは，Gar丘eldが

1972年のScienceに発表した大規模な調査である。8）彼

は1969年9～12月のScience　citation　indexのデー

タベースを用い，2，200誌から総計100万の引用文献

（雑誌論文，図書，報告書，学位論文…）を抽出して計

数した。そして引用頻度順に雑誌を並べたりストの上位

152誌で全引用の50％に達し，2，000誌で80％になる

という結果を得た。又彼は5万誌あるとも10万誌とも

言われる全世界の科学技術関係の雑誌中，引用されるも

のはその5～6％にすぎないと述べている。

　以上の様に数多くのかつ多種多様な調査が行われ，自

然科学に限らず経済学等の社会科学，更には地理学，歴

史，音楽といった人文科学にまで引用文献調査の対象分

野が広がって来ているにもかかわらず，図書館・情報学

自体を対象した調査は数少ない。

　しかしアメリカのライブラリー・スクールの修士論文

には，一般の図書館員より一足早く1950年代からこの

分野に関する調査が現われているのは興味深い事実であ

る。9）この種の調査を行う動機としては何といっても現

場の要求が不可欠である事を考えると，他の分野の研究

者に対して情報を提供している一般の図書館員に比べ，

図書館・情報学関係の重要誌や文献の特質に対する関心

がより強いと思われる人たち（図書館・情報学そのもの

を学んでいる学生）がまず手がけたというのも首肯でき

る。この様な修士論文の中には参考にすべきものが多数
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あると思われるが，何分にも入手が難しい。そこで雑誌論

文として発表された調査例をいくつか簡単に紹介しなが

ら，図書館・情報学分野の文献の特徴を考えていきたい。

1．Gilchristの調査10）

　ソースジャーナルとして，American　doca：ηzenlalion，

Journal　of　chemical　documentαtion（以上アメリカ），

・4slib　ProceedingS，　Journal②ヂdocumenlation（イギリ

ス），Dore’　uneθntation，　Nachrichtθn∫祝γDok％mθntαtion

（ドイツ），　2＞∂z60乃クzo－lelehnichθskaya　informatsd夕a（ソ

連），Revue　internationαle　4e　1αdocwnentation，砒θ一

sco　bulletin　for　librαries（数力国語で出版されている

雑誌）の9誌を用い，主として1960～4年の5年間を対

象にした調査である。その結果，どの雑誌に於ても同誌

引用（self－citaticn）が引用誌の第一位を占める事が明ら

かになった。この同誌引用の割合は平均すると20％前後

であったが，最高のNachrichlen　ftir　Dokumentαtion

では34．8％にも達した。それに対し’最低はAslib　Proce一

θみ㎎3の12．9回目あり，特にドイツとソ連のものに同

誌引用が多いのはおそらく言語的な障害によるものであ

るとしている。又引用頻度の高い雑誌は，IV’achrichten

ftz’r　Dokumentation，　American　documentation，　Science，

10arnal　of　documentalion，　Aslib　Proceeding・s等であ

った。

2．Fosterの調査1ユ）

　ライブラリー・スクールが備えるべき外国雑誌（アメリ

カ以外で出版されている雑誌）を選択する目的で行われ

たもので，ソース・ジャーナルには，Z：ibrary　joumal，　L　i－

braTy　trends，　Library　quartery，　Librar　y　resources　ancl

lechnicαls　seγvices，　College　andγesea7ch　libγariesの

1963～5年を用いている。この調査では総計5，443の引

用文献の中で，アメリカ以外の雑誌から引用されたもの

はわずか404（7，4％）に過ぎず，しかもそのうち51％

は英語，以下ドイツ語の19．6％，フランス語8．4％とい

う結果であった。従って英語以外の言語で書かれた文献

の利用は全体の4％に満たないという事になる。利用頻

度の高い外国誌は，b’nesco　bulletin∫for　libraries，五　ib　ri，

Libraay　Association　record，　Aslib　Proceedings，　Joaptnal

Of　documentation等であった。又55．1％の文献はその

年齢が5才以下であった。

　この調査の結論として，彼はライブラリー・スク’一ル

のコレクション・ビルディングに関して次の様な指摘を

している。

①　アメリカの雑誌を中心とする。

　②次にアメリカ以外で出版されている英語の雑誌を集

　　める。

　③英語以外の雑誌の利用は極めて少ないので，その保

　　存のコンパクト化や相互貸借を考えるべきである。

　しかし一方この結果から，アメリカの研究者に外国語

文献の利用を敬遠する傾向があると言う事も可能であ

り，多くの研究の余地を残していると彼は述べている。

　（例えば，本当に外国語文献は不必要か。外国語文献の

入手は容易か。言語的障害は大きすぎるか。索引抄録サ

ービスは適切か。等々）

　とは言いながら，図書館・情報学の分野に於てアメリ

カの文献が非常に重要な位置を占めている事実は，他の

人々によっても証明されている。例えばSalton12）は，

Annual　rezTiew　of　information　science　ana　technology

とDas　lnformationsbanken　Systeneに引用されている

著者を調べ，主要な研究者を挙げているが，前者では圧

倒的にアメリカ人が多く，後者に於てもアメリカ人が過

半数を占めている。又Coblans13）によれば，出版量の

点でもアメリカ及び英語文献は他を圧倒している。

3．Lehnusの調査14）

　Journαl　oプe4ucαtion　for／ibrarianshipの1960～70

年に発表された論文を基にした調査で，引用文献総数

838野中図書，パンフレット，会議録，レポート類から

の引用が433件（51．5％），雑誌からのものが359件

（43％）であった。引用頻度の高い雑誌は，Librαry
7’盾≠窒獅≠戟C　Library　quarlery，　College　and　research　libra－

ries，　A．　L．　A．　bulletin，　Librαry　trends等であり，上位

3誌によって図書館・情報学関係の雑誌からの引用の丁

度50％となった。文献の年齢別利用率は，0～5才のも

のが，53．5％，6～10才が20．0％で，0～20才迄の文献

で全体の87％を占めている。

4．Danseyの調査15）

　イギリスの情報科学研究者（information　scientists）

に最も良く読まれている5誌，Aslib　Proceedings，　The

infoptmalion　scientist，　lnfornzation　storage　and　re－

trieval，ノ∂％7％α／0f　documentαtion，ノbuγnal　of　lhe

Amθrican　Sociθty　foγ　lnfo7iuαtion　Sciθnceをソース・ジ

ャーナルとしている。利用頻度の高い雑誌は，ノ協初α／

of　the∠American　Society∫for　lnfornealion　Science（た

だし同誌引用が非常に多い），ノ’oumal　of　documenlalion，

Aslib　Proceedings，　lnfornzalion　storage　ana　retrieya／

で，NatureやScienceもしばしば引用される。又前述の

Lehnusの調査同様，図書及びレポ）　・一一一一ト，パンフレヅト
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類が重要な情報源となっている。

　以上紹介した引用文献調査の他に，図書館・情報学関

係の文献の数量的分析には，主要な二次資料（索引誌，

抄録誌）の収録呼数，収録誌の種類　タイムラグ等を調

べたものがある。この様な二次資料の調査については本

稿の目的から外れるので省略するが，Dansey15）が主要

4抄録誌について行った収録誌調査の一一部をここに掲げ

ておきたい。

　　　第1表　主要：4抄録誌注1）の収録誌リスト

　1．　Nauchno　tekhnicheskaya　infornft．atsiya

　2．　Journal　of　chemical　documentation

　3．　Journal　of　the　American一　Society　for　lnforma－

　　　tion　Science

　4．　Special　libraries

　5．　lnformatik

　6．　Library　journal

　7．　Aslib　proceedings

　8．　Nachrichten　fUr　Dokumentation

　9．　Zentralblatt　ftir　Bibliothekswesen

　10．　Unesco　bulletin　for　libraries

11．　Aktualne　proble‘n　ty　informacjii　i　documentaeji

　12．　Library　trencls

13．　Bu！letin　of　the　Medical　library　Association

14．　Jounal　of　documentation

15．　Revista　dell　informatzione

16．　lnformation　storage　ancl　retrieval

　17．　Libri’

　18．　Library　resources　and　technical　services

　19．　lnternational　library　review

　20．　Bibliotekar’

　21．　Ceskoslovenska　informatika

　22．　Ameri’can　libraries

　23．　College　and　research　libraries

　24．　Journal　of　library　automation

　25．　Library　Association　record

　26．Judo皿anyos　es　muszaki　tajekoztatas

　27．　Annuals　of　library　science　and　documetation

　28．ドクメソテーションケソキュウ

　　　［以下略］

注1．主要抄録誌とは，Bulletin　signaletique　101　in－

　　　formation　scientifique　et　technique，　Refera－

　　　tivnyi　zhurnal　informatika，　Library　and　in一

　　　formation　science　abstracts，　lnformation　sci－

　　　ence　abstractsの4誌である。

注2．この表はDanseyによるTABLE　7とTABLE

　　　8を合わせたものである。

　以上の諸調査例から，図書館・情報学の文献に関して

次の逆な特徴を見出す事ができる。

　①アメリカで出版されるものを中心として英語による

　　文献が重要な位置にある。

　②雑誌論文と共に図書，パンフレヅト類の利用が多く，

　　これは社会科学の文献利用傾向と類似している。

　③新しい文献の利用率が高く，文献の寿命という観点

　　では自然科学文献的傾向を示す。

II．図書館・情報学科卒業論文の傾向

　調査の準備段階として，その対象となる昭和48及び

49年度の卒業論文の傾向を把握する事が必要である。そ

こで48年度72，49年度41計113論文の分類を試み

た。分類の為の基準として，この分野で比較的広範囲に

文献を収録している「図書館学文献目録」16）の項目を用

いた。以下にその目次を引用する。

図書館学文献目録
　＜目　次＞

A．図書館一般
1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

図書館学理論・用語

図書館歴史及事情（日本）

図書館歴史及事情（外国）

伝　記

論文・雑記

学会・協会・会議等

図書館学校・司書講習・研修

B．図書館行政と管理・運営

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

行政・法規・基準・財政

管理・運営

図書館職員（司書）

図書館業務と業務分析

（1t－606）

　（1　r一　52）

（53　一一　177）

（178”v305）

（306一一332）

（333Av　437）

（438’x’523）

（524一一606）

（1”一668）

　（1Av92）

（93一一450）

（451　’v　580）

（581一一602）

規程・規則とスタッフ・マニュアル（603～617）

C．建築・施設

D．整理技術

　1．

図書館会計

図書館統計

一　般

（618”v635）

（636nv　668）

（1”v230）

（1一一1099）

　（1　”v　139）

一一一@196　一



2．

3．

4．

5．

6．

7．
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図書選択・蔵書構成・図書注文・受入

　　　　　　　　　　　　　　　（140　一一　250）

目録法

門名標目

口録編成

分類法

図書の保全・蔵書点検

E．逐次刊行物

　1．整　理

　2．利　用

　3．整　本

F．視聴覚資料

G．情報管理

L
2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

1　7．

18．

19．

20．

2　1．

22．

23．

24．

25．

2　6．

H．

L

一　般

ドキュメンテーション

ドキュメンテーション教育

情　報

情報管理

情報科学

　ドキュメンテーションと図書館

図書館と機械化

専門図書館

機械検索

文献および情報検索

情報処理

情報伝達サービス

分　類

抄録・書誌・索引

特　許

翻　訳

電子計算機

　パンチカード

MEDLARS
MISとDOC
FID

情報（ドキュメンテーション）

活動一各国・国内一

JICST

文献センター

標準化

レファレンス

　複写サービス

J．閲覧・貸出等

　（251’v272）

　（573　’v　632）

　（633！一765）

（766t－1052）

（1052一一1099）

　（1rv229）

　　（16”v99）

　（100一一220）

　（221”v229）

　（1　Au　69）

　（1”v769）

　　（1”v67）

　（68　”v　149）

　（150　t一　164）

　（165”v236）

　（237t－262）

　263”v270）

（271t－278）

（288一一321）

（322t－325）

（326　”v　365）

（366一一394）

（395”v428）

（429t一／450）

（451”v452）

（453’v518）

（519’v556）

（557”v563）

（564t－587）

（588’N“591）

（592”v598）

（599t－601）

（602t－612）

　1．　出　納

　2．　相互協力

　3．　指定図書

　4．　オリエンテーション

注）　（）内は文献番号

（19　”v　153）

（154一一224）

（225　一一　240）

（241”一v259）

（613一一713）

（714”v743）

（744’v759）

（760t－769）

（1　”一　196）

（1t－203）

（1”v259）

　以上の項目には含まれていないが，卒業論文には児童

関係のテーマが多く，両年三共に提出論文の約5分の1

を占めている。そこで先ず児童関係を除いた全論文を，

前述の各項目に対応させ（一論文に対し一項目），次に

論文数のバランスを考慮しながら全体を大きく3つの主

題にグルーピングし，更に児童関係のものを加えて，以

下4つの主題にまとめた。

①図書館学

　公共図書館，文科系大学図書館を中心に資料の選択，

　組織化，保存，提供，図書館行政，管理運営等の図書

　館サービスを扱った論文。「図書館学文献目録」のG

　情報管理以外の項目全てに対応する。出版流通，読書

　に関するものも含む。

②情報学

　専門図書館を中心に，ドキュメンテーションといわれ

　ている分野に関する論文。　「図書館学文献目録」のG

　に当たる。

③医学・薬学・農学図書館（以下医学とする）

　②の中で特に医学，薬学，農学関係の図書館，情報セ

　ン羨門，文献，コミュニケーションに関する論文。

④児童，学校図書館（以下児童とする）

　児童図書館，学校図書館，児童文学，児童図書，児童

　生徒に対する図書館サービスをテーマとする論文。

　以上4つの主題の中で，特に①と②に厳密な区別が難

しく，又同一の論文でも観点によって，①，②の双方に

分類可能なケース等，判断の困難なものもあった。

　この様な手続きによって卒業論文を分類した結果，各

　　　　　第2表卒業論文の分類

48年度

図書館学

情報学

33　（46　90）

21　（29　90）

49年度

医　　学

11　（27　90）

16　（39　90）

6（8％）レ（17％）

児　　童 12　（17　cr／o） 7（170／．）

計 72 4．1

図　書　館　学
文献目録注1）

3，　559　（82　90）

｝　766（180／o）

4，　328

一　197　一一一

注1）同目録の収録論文数
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主題に該当する論文数は次の通りとなった。

　この結果を「図書館学文献目録」の収録文献数（第2

表，右端の数字）と比較すると，図書館・情報学科の卒

業論文では，従来の図書館学の領域よりも，情報学，ド

キュメンテーション（医学も含めて）関係のテーマを選

ぶ率が高いという事ができる。

III．調 査

A・目的及び方法

　この調査は，慶応義塾大学文学部図書館・情報学科に

提出された学部学生の卒業論文に，注，引用文献又は参

考文献（以下一括して引用文献とよぶ）として掲げられ

た文献を計数したものである。対象年度は昭和48年度

及び49年度の2力年とし，調査項目は次の6点である。

　①引用文献の概要

　　総引用数，一一人当りの平均引用数，

　　引用数の分布

　②引用文献の形態

　③引用文献の言語

　④引用文献の寿命

　⑤引用文献の集中，重要誌

　⑥図書館・情報学科図書室及び塾内各情報センターの

　　所蔵状況（雑誌）

最後の⑥項目では，雑誌からの引用の中で，図書館・情

報学科の図書室及び慶応義塾研究教育情報センター（三

田，四谷，日吉，矢上。以下塾内とする）が所蔵してい

る文献の割合を調査する。この様にして，同学科の学生

にとって最も重要な情報源である図書室と塾内の資料の

利用状況を含めて，学生の文献利用の実態を明らかにし

ょうとするものである。

　なお，集計にあたって以下の基準を設けた。

　①同一の文献がひとつの論文の引用文献，参考文献双

　　方に記入されている場合は，一方を削除し，1件と

　　考える。

　②Ibid・，　OP・cit・は計数しない。従って同一の論文，

　　図書は，ひとつの論文の中で何回引用されても，1

　　件とみなす。

　◎同一のタイトルの下に等号かに渡って連載されたも

　　のは，その都度計数する。例えばZ誌にAというタ

　　イトルで3回に渡って連載した記事を全て用いれ

　　ば，Z誌は3件となる。

④逐次刊行物として出されている二次資料は，長期間

　　に渡って利用しても1件と数える。例えばLibrary

　　literatureを1970～74年迄使った場合，　Library

　　literatureは1件となる。

　⑤再引用の場合は，原著論文ではなく著者が直接に用

　　いた文献を採る。

　⑥新聞は雑誌に準じる。

B．結　果

1．　引用文献の概要

　引用文献数は48年度2，240（一人当りの平均引用i数は

31．1），49年度1，756（同42．8）総計3，996（同35．4）

であった。両年度の間に平均引用数で10件以上の闘き

が出たのは，49年度に極端に多数の引用をした例が多い

為と考えられる。更に一論文当りの引用数の分布を見る

と（第1図），20～39の文献を引用した者が合計59名

で全体の過半数に達している。次いで，10～19，40～49

の順となり，約86％の学生が10～49の文献を利用して

いた。

・一9?
5人　10人　15人　20人　25人　30人

10　一一　1g　EZZIillZZ＝［］

20－2gdIZZEZiZII　i
3・一3g

40N4gdZiEZ　］

5・一59

6・一69

7・一79

8・一89

9・一99

…一・・9ﾚ

329 ~

一一@198　一

翅48年度

□49鞭

第1図引用文献数の分布
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　なお，49年度の329件という大量の文献を用いた例は，

一雑誌の特定欄を長期間参照した特殊ケースである。

2．引用文献の形態

　卒論の引用，参考には，その総べージ数の記入が無い

等の事情で，雑誌以外の資料は明確な分類（図書，パン

フレット，レrkO　・一ト）が困難であった。そこで，本調査

では引用文献を旧く大づかみに，雑誌とその他（図書，

パンフレット，レfsO　e一ト，会議録他，雑誌論文以外の全

ての資料を含む。ただし新聞は雑誌扱いとした。）　に分

けて考えた。

　その結果，48年度1，326（59．2％），49年度1，160（66．8

％），合計2，486（62．2％）の引用文献が雑誌論文であっ

た。この割合は，国内資料，外国資料共に62％強とな

り，言語による雑誌利用率の変化は認められない。

　しかし，これを卒論の主題毎に計算したところ，図書

館学のグループでは58．8％，情報学のグルt・…一一・プで，72．6

No．　14　1976

％，医学，76．1％，児童関係は44．1％と，かなりの差が

現れた。児童関係の論文は，公共図書館を主な対象とし

ている点で，図書館学のグループと共通性を持つと考え

られる。従ってこの結果から，公共図書館をテーマとす

る論文に対し，専門図書館，ドキュメンテーション関係

の論文で，比較的雑誌の利用率が高いと言う事ができる。

3．　引用文献の言語

　外国文献の利用は，48年度627（28．0％）49年度296

（16．9％）計923（23．1％）であった。これを形態の項

と同様に主題毎に計算すると，図書館学12．1％，情報

学22．2％，医学37．6％，児童43．0％となる。（児童関

係では，49年度に非常に多くの外国誌を用いた例があ

り，他に比べて高い数値となったが，これを除くと医学

の場合とほぼ等しくなる。）

　しかし，以上はあくまで全体としての平均値であって，

実際は人によって外国文献の利用状況はまちまちであっ

5．人 10人 15人 20人

一1：霧圏

75　’一　51　％

4R一

49

2 ＿3＝： h∴3∴．．・：濯多多勿

1 ＝2二∵．2∵・’

50－26％

48

49

，」ト

2 10 三・¢1’

1 ＝2＝

25”一1％

48

49

16 3 5

6 6 3

o％

48

（外国交献を全く使わなかった人）49

□朧釣目清報学團医学鷺洲

第2図外国文献の利用状況

一一一@199　一
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た。そこで，個人個人の外国文献の利用率を出し，それ

をもとにグラフを作成した。

　第2図によると，外国文献を全く利用しなかった者が

全体の24％に当る27名，反対にほとんど（3／4以上）

を外国の文献によった者が6名居る事がわかる。

　又，このグラフで無印のところは図書館学関係のテー

マを扱った者であるが，その大部分は外国文献の利用が

非常に少ない。ここに公共図書館，大学図書館を中心と

する卒論に於て，外国の文献が余り使われないという傾

向が現われている。

　なお，外国文献の内訳では，英語文献が圧倒的多数を

占め，それ以外は僅かにドイツ語1，フランス語4の計

5件であった。

4．　引用文献の寿命

　これも前項の言語と同様，非常に個人差の大きい項目

であったが，概して，①雑誌の方が新しいものの利用が

多い，②外国文献に比べ国内の文献は，はるかに寿命が

短いと言えよう。　（第3表参照）

　又年齢別利用の分布をグラフにすると，第3図及び第

4図の様になる。

400

300

200

100

引

用

数

ハ

レ／

t

t

x

xi

’Xs

ハ
（A）

／’x

　　s　ttlt

ノ

N

　（B）

　ノ　　Ns
N　　　　l　S

v

（C）

Y
．・一

w・Nl

瓦いﾗ
　　x

（A）：国内誌

（B）：外国誌

（C）：　（A）十（B）

＼禰硲こ燈こ＝二梁簸

　　　　　5才0才
　　年齢

10才 15才 20才

第3図年齢音引函数（雑誌）

一一@200　一
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200

100

引

用

数

“

値～＼

，4

×

（B）

レ・＼

（C）

（A）：国内文献

（B）：外国文献

（C）：　（A）十（B）

　　　　　　　　　　　ロ　
／＼／＼“’＼へ，，．一、＼〉へ、

　　　　　　　　㌧／　＼．．、＼＼；ノ㌦》びぐ・㌔＿
　　　　　　　　　　　　　　　噌》　〉　　　　　　＼、　，！一一＼ 『：こ，rら．昏レ．

，0才　　　　　5才
　　　年齢

10才 15才 20才 25才 30才

第4図年齢別引用数（その他）

第3表引用文献の平均年齢

国内文献

外国文献

雑　　誌

4．8才

8．6才

その他

5．7才

11．4才

注1）雑誌及びその他の資料，国内文献，外国文献，

　　　全てを総括した平均年齢は6．2歳であった。

　これによれば，雑誌では卒論提出の前年（年齢1才）

の文献の利用が最も多いのに対し，その他の場合には，

その年の資料が最も良く使われている。しかし，その他

の中には，図書，パンフレヅト，レポート，カタログ等

々種々雑多な資料が含まれており，年齢を下げているの

は主にパンフレット，カタログ類め影響によるものであ

ろう。従って，仮りに図書のみを抜き出して同様のグラ

フを作成すれば年齢による格差は，はるかに小さくなる

第4表　一定年齢における引用文献の累積数

と考えられる。

　一定年齢における引用文献の累積数は第4表の通りで

あり，更に累積率（第4表カッコ内）と年齢の関係をグ

ラフにすると，第5図及び第6図の様になる。

　このグラフからhalf－1ifeを求めると，雑誌で約3．5

才（国内2．3才，外国5．0才），その他は約3．9才（国

内3．2才，外国6．8才）となった。

　最後に，他の調査項目にならって，主題別による引用

文献の平均年齢をあげる（第5表）が，この数字には個

人的な偏向が少なからず影響していると思われるので，

ここでは参考程度に止めたい。

3　才

5　才

10才
15才

雑 誌 そ　の　他

1，171（50．290）

1，　539　（6　6．　0　90）

2，　004　（8　5．　9　90）

2，145（91．990）

第5表引用文献の平均年齢（主題別）

卒論の主題

図書館学
情　報　学
医　　　　学

旧　　　　　　　立
ノし　　　　　　　里

雑　　誌

7．0才

4．2才

6．9才

5．2才

その他

　578　（43．　2　90）

　779（58．390）

1，　057　（7　9．　1　90）

1，　174　（8　7．　8　90）

8．8才

4．1才

6．5才

7．4才

5．　引用文献の集中

　引用された雑誌は，国内誌199誌，外国誌9r誌の計

290誌で，国内誌では引用頻度の高い9誌，外国誌は8

誌で全引用文献の50％を越える。ただし国内誌の中に
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％

100

90

75

50

累

積
率

外国誌

曙

＼レノ

　／^　　1
／

　1^ ＼
／

国内誌

1

∠

／

／

1 1 霊　　　　　1 l　　　　l　　　　l l　　　l　　　l　　　l　　　l　　　l　　　l　　　l　　　l　　　曾　　　l　　　l　　　l1

　　0　
　　　　　　誌数

　　　　　　　　　　　　　　　第7図引用文献

は，極く少数が集中的に利用した為に上位にランクされ

た3誌を含んでいるので，これを修正すると14誌で50

％を越える。

　第7図は引用文献の累積率をグラフに表わしたもので

あるが，これによると，外国誌の集中度が非常に高い事

が明らかである。

　第6表及び第7表は，引用頻度の高い順に雑誌をリス

トしたものである。この中で両年度の引用数に極端な開

　　　　　第6表引用誌リスト（国内誌）

名
引　用　数

の　集　中（雑誌）

誌

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

図書館雑誌

情報管理

週刊読書人

医学図書館

特殊通信

特許管理

ドクメンテーション
　ケンギュウ

図書館界

Library　and　informa－
　tion　science

計

163

174

119

114

113

111

84

78

48

48年度

121

58

　1

73

　0

　0

35

66

29

49年度

42

89

118

41

113

111

49

12

19

10．

11．

13．

14．

16．

1　9．

20．

22．

23．

24．

25e

26．

30．

150

現代の図書館

学術月報

筑波新大学ニュース

日本児童文学

科学技術文献サービス

専門図書館

ひびや

薬学図書館

国立国会図書館年報

学校図書館

びぷろす

甲際文絵館のあゆみ

書店経営

日本農学図書館協議会会報

Library　system

絵本

子どもの本棚

KULIC
特許と企業

朝日新聞

京浜文化

教育と医学

38

30

30

28

26

26

24

24

24

21

20

20

19

18

16

14

13

13

13

13

12

12

23

21

30

18

15

11

11

17

24

12

8

0

0

3

13

9

12

6

0

9

1

12

200誌

15

9

0

10

11

15

13

7

0

9

12

20

19

15

3

5

1

7

13

4

11

0
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第7表　引用誌リスト（外国誌） 第8表　引用誌リスト（図書館学）

県 名

　1．　Bookbird

2．　Bulletin　of　the　Medical

　　　　Library　Assocition

　3．　Library　journa1

4．　Journal　of　the　American
　　　　Society　for　lnformation
　　　　Science　（incl．　American

　　　　Documention）

　5．　Special　libraries

6．　Wilson　library　bulletin

7．　Aslib　proceedings

8．　Top　of　the　news

9．　Library　trends

10．　Journal　of　documentation

11．　lnternational　library

　　　　revlew

　　　Library　quartery

13．　College　and　research
　　　　libraries

14．　The　Horn　book　magazine

15，　Annual　review　of　infor－
　　　　mation　science　and
　　　　technology

16．　Journal　of　medical　educa－

　　　　tion

17．　Science

18．　Unesco　bulletin　fotr’i　li－

　　　　braries

19．　Library　Association
　　　　record

20．　Library　resources　and
　　　　technical　services

引　用　数

許

73

50

48年度

39

36

34

29

26

20

17

16

15

15

14

13

10

10

9

8

8

7

0

37

35

16

27

26

24

17

13

10

13

13

12

9

3

10

7

7

7

5

49年度、

73

13

4

20

7

3

2

3

4

6

2

2

2

4

7

o

2

1

1

2

きがあるi雑誌（Bookbird，週刊読書人，特殊通信，特許

管理等）は，1人または2～3人によって集中的に引用

されたものである。従って，この分野に於ける重要誌を

考える上では，これらは除外すべきである。

　以上は全体的な利用状況であるが，各主題毎に同様の

リストを作成すると，卒論のテーマgによる雑誌の利用傾

向が明らかになる。

，又，図書については第12表の通りであった。

5．　図書館・情報学科図書室，及び守内各情報センター

　　　の雑誌所蔵状況

　卒論に使われた雑誌の中で，図書館・情報学科図書室

（以下学科とする）や塾内の他の情報センター（三田，

国 内 誌

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

13．

14．

’図書館雑誌

週刊読書人

特殊通信

図書館界

筑波新大学ニュース

国立国会図書館年報

ひびや

現代の図書館

書店経営

医学図書館

ドクメンテーション
　　研究

Library　and　in－

　formation　sci－

　ence
朝日新聞

京浜文化

教育と医学

外 国 誌

L

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

Wilson　library
　bulletin

tLibrary　journal

Libr，ary　quarterly

College　and　re－

　search　libraries

Library　etrends

Canadian　・library

　journal

L．　C．　information

　bulletin

Special　libra’ries

Catholic　library

　world

第9表’引用誌リスト（情報学）

国 内 誌

1．

2．

3：．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10・．

外 国 誌

情報管理

特許管理

ドクメソテーシゴソ『

　ケンギュウ

医学図書館

専門図書館

学術月報

科学技術文献サー
　ビス

Library　and　in－

　formation　sci－

　ence
国際文化会館の
　あゆみ

びぷろす

し

2．

3．

4．

5．

6．

8．

Journal　of　the
　American　Soci－
　ety　for’1rtfor一’

　matii’on’Science，

　，（incl．　Am．　Doc．）

Special　libraries

Aslib　proceedings　’

Jounal　of　docu－

　mentation　一’

Bulletin　of　the　Me－

　dical　Library　As－

　soclatlon

Library　trends

Science
College　and　re－
　search　libr．aries
　　　　　　　　：
Unesco　bulletin　for

　libraries

Annual　review
　Inf．　science　＆．

　technolg．gy

Babel

四谷，日吉，矢上の図書館，各研究室等）で利用し得る

ものが占める割合を求め，学生の塾内資料の利用状況を

明らかにするのが，この項目の主眼である。ただし，特

、に研究室や教室所蔵資料の中には，利用手続きが複雑で

一　204　一



　　　　　　　　　Library　and　lnformation　Science　No．　14　1976

第10表　引用誌リスト（医学）　　　　　　　　　　　　第11表　引用誌リスト（児童）

国　　内　　誌

1．医学図書館

2．　日本農学図書館協議
　　　会会報

3．　Library　and　infor－

　　　mation　science

4．情報管理

5．月刊薬事

6．病院
7．　現代の図書館

　　薬学図書館

　　薬事新報

外　　国　　誌

1．　Bulletin　of　the　Me－

　　dical　Library　As－
　　sociation
2．　Journal　of　medical

　　education
3．　Special　libraries

4．　Journal　of　the　A－

　　merican　Society
　　of　lnformation
　　Science　（incl．　Am．

　　Doc．）

5．　Library　journal

　Annual　review　of
　　information　sci－
　　ence　and　techno－
　　logy

国　　内　　誌

1．

2．

3．

4．

5．

7．

日本児童文学

学校図書館

絵本

子どもの本棚

子どもの館

サンケイ新聞

現代の図書館

図書館雑誌

外　　国　　誌

1．　Bookbird

2．　Top　of　the　news

3．　The　Horn　book

　　magazlne
4．　Library　journa1

5．　lnternational

　　library　review－

6．　Wilson　library

　　bulletin

7．　School　librarian

8．　The　Library　Asso－

　　ciation　record

　American　library

　ALA　bulletin

第12表引用頻度の高い図書
著 者

ス　　　ミ　　　ス

長　銀白　男
フ．

@ラ　イ　ス
ハ　ザ　t一・一・　ド

　Arbuthnot

書 名

児　童　文　学　論’

情報検索入門
リトルサイエンス・ビッグサイエンス

本・子ども・大人
Children　and　books

引用数

11

9

4

4

4

ある等の理由で，外部の図書館から入手するケースがあ

り得る。従って現実の利用状況との間に多少“ずれ”が

生じると思われるが，学科及び塾内情報センターによる

資料提供サービスに対する一指標として，意味のあるデ

ータを得る事が出来ると考えた。

　そこで，まず前項で作成した雑誌のリストと，KULIC－

PIC　1975　work　list　of　current　serials（面内の雑誌

の総合目録）とを照合し，学科及び塾内に所蔵されてい

る雑誌のチェックを行った。これによると，国内・三

共に上位の雑誌ほど学科の所蔵が多く，下位になるに

　　　　　　　　　　　　　　第13表

従って減少していく事が明らかである。一方，塾内の

他の情報センター所蔵の雑誌は下位の方にも多数見ら

れる。

　次に，このリストをもとに2通りの計算を試みた。第

一は，全引用誌の中で学科及び図引所蔵誌が占める割合

であり，第二には，全引用文献の中で学科及び面内所蔵

誌からの引用文献が占める割合である。

　その結果，総計290誌の引用誌中，学科所蔵が131誌

（45．0％），学科以外の塾内にあるものが77誌（26．5％），

計208誌（71．5％）が大学内で利用できる事が判明した。

図書館・情報学科及び塾内の雑誌所蔵状況

学　　　科
塾内（学科以外）

　　計

切 数

国内誌
39．　7　90

27．　6

67．　3

外国誌
57．　1　90

24．　2

81．　3

引　　用　　数

国内誌

68．　9　90

7．　8

76．　5

外国誌

86．　790

8．　7

95．3　1）

注1　端数処理の関係上，95．％とはならなかった。
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巣国艦
韓外国誌

情国内誌
報

学外国誌

　国内誌医
学
　外国誌

　国内誌
黒
⊥1三

　外国誌

。 50　90 1oo　er／o

52・％≒蛎i
・シン

『
＿76．9＝＿．

　一一一一一「
＿．■一一＿＿＝二一”一＝＿＿ ．／努

38．4 〃鱗〃i
56．6 多二二

一

53・c≒≒％寡％i
ゴ3・ @　弓勢％

一

61．8

／／乃

84．0 ，8．0・

／／

E≡ヨ学科臓璽塾内臓
第8図図書館・情報学科及び塾内の
　　　雑誌所蔵状況（雑誌数）

100　90

（8．0％）で，計2，010（80．8％）となった。この数字を

見ると，学科に於ては所蔵誌数（45．0％）に比べて引用

数（72．9％）が大きいが，州内所蔵誌ではこの関係が逆

転しているのが特徴的である。これは，学科所蔵のもの

が集中的に利用されている事を示している。

　以上は全体としての数値であるが，国内誌と外国誌に

ついて別々に集計したところ，外国誌の方が学科及び塾

内の所蔵率が高いという結果を得た。

　更に卒論の主題別に見ると，図書館学と児童のグルー

プでは学科所蔵の雑誌を使う率が高く，特に児童関係で

顕著である。これに対し情報学と医学の場合は，学科所

蔵の割合が少し落ちるが，三内所蔵誌の利用率が高い。

特に医学では，学科も含めて慶応の中で得られるものが，

国内，国外共に90％以上（引用数）という高率となっ

ている。

50　％

IV．結

響国内誌

肇蠣誌

。

－　　－

7．α
69．0％

2．9

ケ／，

63．〇一一一一一一一→．7．8・

^／

須多80．5

／／／

論

情国内誌
報

学外国誌

　国内誌
医
学
　外国誌

　国内階
下
．！1：生

　外国誌

翅．6

78．0
／

78．2 ．拶

2．2

84．7　　　　多
乙

97．1

1

1≡i≡ヨ学科臓脇塾内臓

第9図　学科及び塾内の雑誌所蔵状況（引用数）

1，2

又，総引用数2，487（雑誌のみ）のうち，学科所蔵誌から

の引用が1，812（72．9％）塾内所蔵誌からの引用は198

　今回の調査では，調査対象となった昭和48，49年度の

図書館・情報学科卒業生113名中，97名（約86％）が

10～50の引用，参考文献をあげ，中でも20～40の文献

を用いた学生が59名と，全体の半数以上を占めていた。

　平均引用数は約35となめ，仲本氏が日本原子力研究

所員の研究論文について計熱した結果の10，Garfieldに

よる14，48年度の卒論で関氏が心理学を対象に行った

時の16と比較するとかなり多い。しかし安西氏が文化

人類学について行ρた調査では，28という結果を得てい

る。引用数は論文の長さと深い関係があり，又引用・参

考文献としてあげるか否かは全く個人的判断による等，

平均引用数だけでは断定し難いが，この数字を見た限り

では，学科の卒論には一般の学術論文よりも若干多めの

文献が利用されtc事になる。ただし特に多くの引用をし

た例の中には，通常の学術論文では省略されると思われ

るもの迄，非常に詳細に記入しているケースがあった。

　この調査に当たって，引用文献の形態，言語，寿命，

集中の項目について若干の予測を立てた。

　第一の形態に関しては，日常の図書室の利用状況から

雑誌が中心となるが，P・Danseyが指摘した様に，単行

書や政府及び民間の報告書，図書館，情報機関の案内書，

出版社の目録等の小冊子類も見のがせないであろうと考

えた。結果は雑誌の利用率が平均62％と，やはりかなり

高率であった。これを経済学における宮地氏の34％，

「季刊理論経済学」をもとにした中村氏の47％，社会科

学一般でのEarle　and　Vickeryの89％，同じくEarle
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and　Vickeryによる科学82％，工業技術70％，中村氏

による農学の83％，田沢氏による医学の96％，という

数値と比較すると図書館・情報学は，自然科学と社会科

学の中間的位置にあると考えられる。　（前述のLehnus

の調査では，もう少し社会科学に近い43％であった。）

　引用文献の言語については，この分野における英文文

献の重要性から，外国文献の利用率がかなり高くなると

考えたが，結果は約4分の1という低率であった。しか

しこれは個人差が非常に大きく，使用した文献の50％以

上が外国文献である者が23人（全体の20％にあたる）

いる反面，全く外国文献を用いなかった者が27名（24

％）もあった。卒論の主題別では，公共図書館を中心と

する論文で，特に国内文献に片寄る傾向が強い。外国文

献の中では，予想通り英語文献が圧倒的多数であった。

　引用文献の寿命に関して，図書館・情報学における2，3

の調査例（第］1章）では，比較的短い結果を得ているが，

今回は対象が学生である為に基礎的文献の利用が増え，

従って文献の寿命は長くなると予想した。しかし，結果

は全く反対で，half－1ifeが4才以下（雑誌3才，その

他3．9才）というのは，人文社会科学はもとより，自然

科学の調査例と比べても大変に短いと言える。

　又特に国内文献において新しいものの利用が目立つの

は，外国文献に比べ日本の資料の方が，最新の情報を入

手し易い為であろう。が，それだけではなく，ここには

学生の文献探索の実情が反映されていると考える事も可

能である。つまり，日本の現状では文献を網羅的に探せ

る二次資料が整っていない為に，資料に直接あたるケー

スが多く，その結果，古い文献をみのがしがちになる。

一方外国文献の場合は二次資料が充実しているのと，日

本語と異なり，資料を見て即座に内容を把握するのが困

難である等の理由で，索引誌，抄録誌による探索が主と

なると考えられる。

　更に年齢別引用数を見ると，雑誌の場合には他の調査

例と類似したパターン，つまり最新の文献よりも少し経

た年数（今回は1才）でピークとなり，その後急激に減

少するという形になった。しかし，その他の資料では，

最新のものが最も良く使われた。これは，その他として

一括した文献の中に，卒論の対象とした図書館，資料室，

情報機関等から直接入手した資料や，書店の目録といっ

た小冊子類が相当i数含まれている事を意味している。

　コアジャーナル（引用文献の集中）に関しては，図書

館・情報学科所蔵誌がその大部分を占めるであろうと予

測した。というのは，我国ではこの分野の文献を専門に

集めている図書館が限られており，学生にとって同学科

の図書室は，非常に便利で有力な情報源だからである。

計数の結果出来上がった引用頻度順の雑誌リストには，

学科に所蔵されていないものが相当上位にランクされて

いる。しかしこれらは極く少数の学生が集中的に用いた

ものでコァジャーナルとは言い難い。又学科所蔵誌で上

位にランクされているものにも，同様の理由で省くべき

雑誌があった。結局今回の調査からは，100回以上引用

された。1位「図書館雑誌」2位「情報管理」4位「医

学図書館」，50回以上の7位「ドクメンテーション研究」

8位「図書館界」が最重要誌と言えよう。これに続いて

rLibrary　and　information　science」「現代の図書館」

「学術月報」が30回以上であった。

　外国誌については，49年度はその利用が低調の為材料

の絶対数が不足している感があり，必ずしも例年の状況

を良く反映しているとは断言できないが，Bulletin　of　the

Medical　Libraγy　Association，1二ibrary　jOuruα1，ノbumaal

of　the　American　Society　for　lnformation　Science，　Spe－

cial　libraries，　Wilson　1伽αγツろulletin，・4slib　procced－

ing’s，　ToP　of　the　news，（以上・20回以上）等が妥当で

あろう。なお以上は全て学科所蔵誌であった。又，卒論

の主題によって使用される雑誌が異なる事は既に述べた

が，その中でLibrapty　ana　informatiou　scienceは，比

較的各テーマ共に良く利用されていた。

　図書館・情報学科図書室及び塾内の他の情報センター

の雑誌所蔵状況については，卒業論文に引用された雑誌

の71．5％を所蔵し，それらによって，雑誌から得られ

た情報量（引用数）の80％強をカバーするという，一

応満足のできる結果であった。しかし，特許及び図書館

建築関係（両者とも図書館・情報学科の卒業論文として

一般的なテーマである）の雑誌は，十分にそろっている

とは言えない状況である。

V．あ　と　が　き

　引用文献調査の客観性，信頼性は，古くはGross＆

Grossに対するBrodman17）の批判等，多くの人々に

よって論議されながら今日に至っている。これについて

一般的な問題は，ここでは割愛するが，筆者が実際に作

業を進めていく段階で感じた本調査の問題点を列挙し，

この小論のしめくくりとしたい。

　①調査対象とした卒論数の不足

　　今回は2年間113論文を対象としたが，この数では

　　少数の例外による影響が大きく，調査項目によって
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　　　は安定した結果を得られない場合があった。　（例，

　　　児童関係の外国誌でBookbirdが他を大きく離して

　　　1位となった。）

　　②引用，参考文献記載の問題

　　　資料の総べージ数の記入が無い為に，図書と小冊子

　　　類等の区別が難しいという点は既に指摘したが，そ

　　　の他にも発行年の記載が落ちているもの，雑誌名の

　　　表示があいまいなケース等，引用文献記載のミス，

　　　不明確さによる障害が予想以上に大きかった。

　③根本的問題（数量化の限界）

　　　まず第一に，引用，参考文献としてリストするか否

　　　かが全く個人的基準による事。更に，リストされた

　　各文献の重要さ（卒論執筆者に対する）を数量化し

　　　ていない為に，ある文献の引く一部を利用した場合

　　　も何百ページにも渡る図書を全般的に参考にした場

　　合も，一件として同じレベルで扱われている。特に

　　　この調査で特徴的であったのは，雑誌の特定欄，あ

　　るいはある雑誌に長期間連載された記事を引用した

　　例で，これらを全て一件ずつ計数した為に予想外の

　　雑誌が上位にランクされたケースが見られた（例，

　　Bookbird，週刊読書人）。

　しかし，この調査は卒業論文を材料として用いた事に

よって，雑誌論文をもとにする通常の引用文献調査にお

けるソース・ジャーナルの選択，同誌引用，自己引用の処

理といった問題を免れる事ができたのは幸いであった。

　以上の様に，引用文献調査は数々の問題をかかえてい

る。しかしこの方法による調査が，情報サービスにi携る

人々に多くの有効なデータを提供しているのは事実であ

る。そしてbibliometricsに対する関心が強まり，コン

ピュータによる分析が行われ始めた今日，引用文献調査

の有用性はいっそう増大すると思われる。それと共に情

報の利用者と常に接し，数字データに表われた状況を的

確に把握できるライブラリアンの役割は，現在にも増し

て重要となるであろう。

　末筆ながら，この調査・にあたって資料を提供し，又有

益なアドバイスをいただいた農林省の中村千里氏，及び

常に暖かく御指導下さった図書館・情報学科の津田良成

教授に，心から感謝の意を表する次第である。

　（この論文は，．昭和50年度卒業論文を加筆修正した

ものである。）
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